
地球観測データに対するメタデータ登録システムの構築
–データセットドキュメントメタファを利用したメタデータ登録–

絹谷　弘子 † 清水　敏之 ††　 吉川　正俊 ††　 喜連川　優 ‡　
†東京大学地球観測データ統融合連携研究機構　 ††京都大学大学院情報学研究科　 ‡東京大学生産技術研究所　

1 はじめに
我々の「データ統合・解析システム (DIAS)」は地球

規模観測や各地域での観測で得られたデータを収集し，
永続的な蓄積を行い，それらのデータの統融合利用に
より環境問題や危機管理に有益な情報を提供すること
を目指している．我々が収集するデータは多様であり，
現状ではデータセットを説明するメタデータを作成す
る手段がない1)．多様なデータを統一的な枠組みで管
理し，利活用するためには各データセットの持つ特性
を取得することが重要である．データセットに関する
情報はデータ提供者から取得する必要があり，そのた
めのメタデータ登録システムを構築してきた．しかし
メタデータになじみのないデータ提供者にはハードル
が高く入力方法にはメタデータを意識させない工夫が
課題であった．一方データ提供者の一部にはデータセッ
トに関するドキュメントを書いた経験がある．この経
験に基づいてドキュメントを作成する際の内容をメタ
データ作成に反映させることにし，我々はドキュメン
トメタファを利用したメタデータ登録システムを構築
した．このシステムによりデータ提供者には統一され
た形式のドキュメントを，そして我々はメタデータを
取得することが可能となった．
本稿ではこのデータセットドキュメントメタファを

利用したメタデータ登録システムについて紹介する．2
節で背景と目的，3節では構築したメタデータ登録シ
ステムについて述べ，最後に 4節で関連研究と今後の
課題について述べる．

2 背景と目的
衛星観測，海洋観測，陸上観測，気候モデルシミュ

レーションなどの様々なデータを科学的・社会的に有
用な情報に変換し，その結果を社会に提供するために，
我々は地球観測データ統合・解析システムを開発してい
る．我々は先行研究において地球観測データに対する
メタデータ処理システムを設計し，地上観測データに
対するメタデータ登録システムのプロトタイプを構築
した．またメタデータ管理の枠組みの中でのメタデー
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1) メタデータの知識を前提としたメタデータ作成システムは存在
する．

図 1: メタデータレジストリフレームワーク

タレジストリフレームワークについての検討を行った
[1, 2, 3]．

DIASでは多種多様なデータに対してメタデータを
記述する必要があり，メタデータ形式とメタデータ入
出力インタフェースをデータセットごとに設計する方
法ではデータ種類分の時間を要することになり現状に
対応できないことが明らかになった．そのため多様な
データに適用可能なメタデータ形式を作成することを
めざすことにした．まずデータ提供者が作成している
データセットを紹介するドキュメントを分析すること
でドキュメントに含まれているメタデータを集め，先
行研究で利用している地理空間情報に対するメタデー
タ標準である ISO19115[4]の項目との対応付けを行っ
た．さらにメタデータの中で検索を目的として利用さ
れるキーワードをあらかじめ選定しやすくするため，
GCMDサイエンスキーワードをはじめ公開されてい
るキーワードリストを収集した．また入力インタフェー
スにおいて必須項目、オプション項目としてどのよう
な入力形式がよいのかを検討した．まず６つのデータ
セットを選定し，データ提供者と協同で試行錯誤を繰り
返しながら対象データの範囲を拡大させることにした．

3 メタデータ登録システム
図 1は，我々のメタデータレジストリフレームワー

クである．メタデータの長期的な維持管理はDIASコ
アシステムが行う．メタデータ登録システムはデータ
提供者の手入力データとデータに対して行ったクォリ
ティコントロールなどからの自動抽出データを入力し，
データセットドキュメントの生成とメタデータ XML



図 2: docbook XML ファイルを介したドキュメント
生成

ファイル生成を同時に行う．それらは DIASコアシス
テムに投入され検索に利用される．
我々は現在 2種類のメタデータ登録システムを開発

しているところである．（１）DIASドキュメント・メタ
データ作成システムと（２）アジア水循環機構 (AWCI)
の地上観測データに対するメタデータ登録システム [2]
である．（１）は DIASが保有しているデータセットす
べてを対象とし，データセット全体を記述するドキュ
メントとメタデータを作るシステムである．（２）はア
ジア 18カ国の河川流域に関係した観測データを対象と
し，観測ステーションごとにデータセットを記述するド
キュメントとメタデータを作るシステムである．デー
タセットを対象としたメタデータは一番粒度の大きな
メタデータであるのに対し，各観測ステーションの観
測データ（１ファイル）を対象としたメタデータは一
番粒度の細かなメタデータである．例えば地球温暖化
で話題となる IPCCの気候変動予測モデルの出力結果
に対するドキュメント・メタデータを（１）を利用し
て作成している．（１）のインタフェースではメタデー
タの必須項目とオプション項目で入力欄を分類し，必
須項目を入力すればドキュメント・メタデータが作成
できる．英語と日本語に対応し，各データセットごと
に両言語でドキュメント・メタデータを作成する．（２）
のインタフェースでは作成するドキュメント形式の章
建てで入力欄を構成し，必須項目に加えデータのクォ
リティチェック結果を自動的に加えてドキュメント・メ
タデータを作成できる．
図 2は入力された項目からドキュメントを作成する

過程である．どちらも docbook[5]形式のXMLファイ
ルを作成し，docbookの変換ツールを利用してHTML,
PDFを作成する．データ提供者にとってメタデータを
入力する労力と負担の増加をデータセットドキュメント
を別途作成する手間の削減で補う効果を期待している．
図 3は（１）のシステムを利用して作成されたメタ

データ数の推移である．対象とするデータによっては
記述しにくいものもあるため試作段階で中断している
ものも多いが，2010年 1月現在，およそ 70のドキュ
メント，35種類のデータセットを対象としてこのシス

図 3: ドキュメント・メタデータ作成システムを利用
して作成されたメタデータ数の推移

テムを試用しているところである．ドキュメントは分
野を超えてデータの提供をする際の概要を示す文書と
して既に利用されている．さらに，これらのメタデー
タに基づいてデータセットをマトリクスに分類表示す
る検索インタフェースを開発しているところである．

4 関連研究と今後の課題
本稿では，ドキュメントメタファを利用することに

よってメタデータになじみのないデータ提供者にエディ
タに近い感覚でメタデータの入力作業を行うシステム
を紹介した．メタデータ標準の XMLを作成するため
の汎用的なメタデータ作成ツール、エディタは多数存
在する．しかし，いずれもメタデータに関する知識が
必要である．特定分野を対象としたメタデータ登録シ
ステムは多数存在するが，多様なデータセットを対象
とする試みは，我々の知る限りは存在しない．
利用者の意見を反映させ，開発したシステムのユー

ザビリティを向上させること．そしてデータセットを
対象としたメタデータとファイル単位のメタデータの
間の中間メタデータへの対応が今後の課題である．
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